
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおぶけコミセンだより 大更コミュニティセンター
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号 

 

２
月
7
日
（
土
）、
大
更
コ
ミ
セ
ン
ス
ポ
ー
ツ
事

業
年
間
５
種
目
競
技
の
最
後
を
飾
る
「
フ
ロ
ア
カ
ー

ル
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

３
時
間
に
わ
た
っ
て 

繰
り
広
げ
ら
れ
た
、 

真
冬
の
大
熱
戦
の 

結
果
は
こ
ち
ら
！ 

 

優

勝
：
上
町
Ｃ
チ
ー
ム 

準

優

勝
：
両
沼
Ａ
チ
ー
ム 

第

３

位
：
北
村
Ａ
チ
ー
ム 

両
沼
Ｂ
チ
ー
ム 

駅
前
一
区
Ｂ
チ
ー
ム 

 

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
                

 

今
大
会
は
、
23
チ
ー
ム
、
過
去
最
多
の
112
名
も
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
其
の
内
に
子
ど
も
達

の
参
加
、
見
学
が
20
名
も
あ
り
ま
し
た
。 

駅
前
一
区
Ｂ
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
、
見
事
第
３

位
に
入
賞
し
た
、
大
更
小
学
校
５
年
工
藤
朱
利
さ

ん
、
３
年
工
藤
莉
乃
さ
ん
、
八
幡
芽
衣
さ
ん
は
、

「
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
お
祭
り
み
た
い
で
楽
し
か

っ
た
♪
大
人
の
人
た
ち
は
強
く
て
す
ご
い
！
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
   
目
標
の
優
勝
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
競
技
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。 

 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
確
実
に
大
更
地
区
の
年
間
ス
ポ
ー
ツ
事

業
定
着
し
た
「
フ
ロ
ア
カ
ー
ル
」。 

 

来
年
度
は
、
さ
ら
に
多
く
の
世
代
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
大
更
コ
ミ
セ
ン
と
し
て

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

『大更コミュニティセンター文化講演会』、盛会裡に終える 

〒028-7111 
八幡平市大更 25-510-1 

電 話 76-4069 
FAX 70-1851 

★
「
フ
ロ
ア
カ
ー
ル
大
会
」 

を
終
え
て 

★ 

今年も大更コミュニティセンターでは、文化に親しみ、知見を広げる機会として、１月 30 日(金)に「スコップ

三味線講演会」を、２月 20 日(金)に「岩手日報社八幡平支局長講演会」を開催。多くの皆さんにご参加いただ

き、いずれも充実したひとときとなりました。今月は、その模様をご紹介いたします。 

１月 30 日(金)、９名の演奏者によるスコップ三味線のユニークな演奏を聞く機
会がありました。スコップを使った斬新なスタイルで、伝統的な音楽に新たな息吹
を吹き込むパフォーマンスに、観客は引き込まれました。 

演奏は演歌からロックまで幅広く聞くものを楽しませ、各演奏者の息の合った 

リズムに観客は一体となって盛り上がりました。 

体験コーナーでは、初めのころは戸惑っていた
ものの、曲が進むにつれ段々とリズムに乗って体
が動いているのを垣間見てこちらまで楽しくな
ってきました。 

また、演奏前に一人ひとりからスコップ三味線
に興味を持たれたきっかけのお話をいただきま
した。ある人は、踊り・民謡と三刀流の方もいて、
多種多様で多くの皆さんを喜ばせているグルー
プだと感じました。 

２月 20 日（金）、今年度八幡平支局長に就任した工藤光氏を講師にお招きし、「八幡平市を元気に！地元記者
の視点」と題してご講演いただきました。地元紙として地域に寄り添う報道の役割について、具体的な取材事例
を交えながらお話しをいただきました。 
 日々の取材現場でのエピソードや、正確で信頼される情報を届けるための記者としての姿勢に、参加者はうな
ずきながら熱心に聞き入っていました。支局長が執筆された 
八幡平市の記事をスライドで紹介する場面では、画面が切り替 
わるたびに会場から感嘆の声が上がるなど、関心の高さがうかが 
えました。 
質疑応答では次々と手が挙がり、地域と報道の関わりについて 

活発な意見交換が行われるなど、会場全体が一体となる有意義 
な講演会となりました。 

 



西
根
は
っ
と
の
会 

代
表 

畑
山
勝
美

尾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

月  日 内  容 時 間 ・ 場 所 

３月 7 日(土) サークル発表会 9：30～ 大更コミセン(体) 

３月 13 日(金) 
新採用職員等説明会 10：00～ 大更コミセン（大） 

生涯学習部会及び体育事業部会合同会議 18：00～ 大更コミセン（大） 

３月 16 日(月) 
大更地域自主防災会視察研修           
（佐々木重光氏講演会） 

7：15～ 宮古市方面 

３月 18 日(水) ３月 18 日は「映画三昧の日」（映画上映会） 9：45～ 大更コミセン（大） 

４月 1 日(水) 辞令交付式 9：00～ 大更コミセン（大） 

４月 8 日（水） 活気あふれる大更を創る会 監査会 1４：00～ 大更コミセン(中) 

４月 15 日（水） 活気あふれる大更を創る会 第１回理事会 18：00～ 大更コミセン（大） 

休館日：3月 15日（日）、２０日（金・春分の日）、4月５日（日） 

 

新
米
職
員
の
気
づ
き 

 
 

今
月
は
、
毎
年
年
の
瀬
に
大
更
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
の
市
民
講
座
「そ
ば
打
ち

体
験
教
室
」に
て
、
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
「
西
根
は
っ
と
の
会
」の

活
動
等
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

男
の
料
理
研
究
会
と
し
て
、
平
成
12
年
に
発
足
し
、
今
年
で
２6
年
目
を
迎

え
ま
す
。 

 

最
初
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
活
動
し
て
い
く

う
ち
に
現
在
の
よ
う
な
「
そ
ば
打
ち
」
に
特
化
し
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。 

 

会
員
は
１１
名
で
、
名
称
の
と
お
り
男
性
の
み
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
月
第
一
月
曜
日
に
夏
場
は
午
後
６
時
か
ら
、
冬
場
は
午
前
10
時
か
ら
技

術
の
習
得
の
た
め
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

主
な
活
動
と
し
て
は
、
大
更
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
、
田
頭
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
、

わ
し
の
尾
の
イ
ベ
ン
ト
、
岩
手
町
の
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
店
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 
ま
た
、
他
県
の
そ
ば
打
ち
の
先
進
地
視
察
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

会
員
は
常
時
募
集
し
て
お
り
、
例
会
の
見
学
は
自
由
で
す
。 

 

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

        

木
村
流
大
正
琴 

美
弦
会 
代
表 

高
橋 

朝
子 

 

見守り隊活躍中！ 

各地区の町内会の方々が、安心・安全のために毎朝通学路で児童・生徒の見守り活動を行っております。 

今回は、下町町内会会員として、大更公園信号機前にて活動を行っている杣澤フミ子さんにお話を伺いました。 
 

「おはようございます！」と元気な声で挨拶してくれる子どもたちに、「おはよう、青になるまでまだよ..は

い、青になった、気をつけていってらっしゃい！」と、声をかけています。元気に横断歩道を渡って行く姿に手

を振りながら、“無事に学校に着いてね”と願いながら見送っています。 

 子どもたちが、暑い日も雪の日も、元気いっぱい通うこの道を、 

私たちは見守っていきたいと思います。  下町町内会 杣澤 フミ子 
 

 いつも見守りありがとうございます。 

どうぞお身体に気をつけて、子どもたちを見守ってください！ 

今
年
度
、
大
更
コ
ミ
セ
ン
に
新
採
用
と
な
っ
た
２
名
の
職
員
が
、
１
年
間

の
業
務
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。 

新
米
職
員(

工
藤
洋) …

住
民
の
方
々
と
の
交
流
や
多
く
の
失
敗
の
中
、
月
日
の
流
れ
を
速

く
感
じ
て
い
ま
す
。
先
日
は
大
更
小
学
校
の
隣
に
赤
い
鳥
居
が
あ
る
こ
と
は
、
何
年
も

前
か
ら
知
っ
て
い
て
参
拝
し
て
い
た
の
で
す
が
、「
活
気
あ
ふ
れ
る
大
更
を
創
る
会
」
の

標
柱
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
色
ん
な
と
こ
ろ
で
大
更
コ
ミ
セ
ン
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。 

   

新
人
・
古
古
米
職
員(

渡
辺) …

町
内
会
の
役
員
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
地
域
活

動
に
目
覚
め
、
大
更
コ
ミ
セ
ン
に
勤
務
す
る
こ
と
で
更
に
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
特

に
最
近
な
る
ほ
ど
な
と
感
じ
た
こ
と
は
、「『
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
』
で
は
な
く
『
向
こ
う

三
軒
両
隣
』
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
言
葉
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

基
本
だ
な
と
気
づ
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
七…

歳
の
手
習
い
中
で
す
。 


